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熱処理加工によるアミランの特性に関する研究(第7報)
緊張乾熱処理について
辻本石雄・元治信雄・野村紀幸
Studies on the Effect of Heat Treatments on the Properties of Amilan. (四)
On the Dry Heat Treatments. 
Ishio TSU]IMOTO， Nobuo MOTO]I， Noriyuki NOMURA 
For the purpose of elucidating the processing techniques on the heat甘eatmentsof Amilan. 
by comparing the dry heatむeatmentsunder tension of the samples with no tension， the 
authors subjected drawn samples of Amilan to dry heat treatments. 
( 1) Notwithstanding the fact出atthe fibrous anisotropic character in the treatments 
under tension was larger than those under tension， the inαease in breaking strength and 
deぽ'ea田 inbreaking elongation were not so large as expected， i.e. showed no remarkable 
changes. 
Speaking of the dynamic characters on the fiber itself， the former was smal1er than the 
latter and this was thought to be brought on the useful effects. 
く2') When the thermal shrinkage was obstructed， the spontaneous secondary elongation 
was thought to occur. 
( 3 ') The relationship betw田 ntensile s甘enghtand index of double refraction that depend 
upon the甘eatingtemp町atureswere found nearly parallel， but notwithstanding the 
inferiority of breaking strength in high temperature ranges， the degree of double refraction 
was not so variable or was pointed out the in口ease.
( 4 ) The shrinkages of treatments und町 tensionwere smaller than those under no 
tension， the authors found the following equation among the shrinkage. degree of tension 
and index of refraction. 
nγづら1=(1 +う(0)3. (1ーラi。)3
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緊張処理を行えぽ熱収縮は阻止されるが，鎖員D熱運動は容易になり，延伸歪により貯えられる
ポテンシヤルエネルギの一部も熱エネルギに変換する o従って鎖員は低い内部エネルギの処に落着
き冷却後も以前より安定化された状態に分子が臨向し以後D加熱による収縮の度合は減少するもり
と考えられp とれ等D挙動D機械的性質等を光学的異方性と併せて測定し，先に¥1l報告した無緊張
乾熱処理と対比して考察した結果(2)を報告し第3報に長ける緊張処理D追試とするものであるo
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2. 実験試料及び方法
第3報と金〈同様であるが徐熱水冷 (A)と徐熱炉冷 (C)(両場合につき緊張度 0-6%(6 
%は常温に長ける破壊伸度の38%，無緊張処理時の熱収縮を考慮すれば処理温度を通じ平均約50%
緊張度となる)<Dj範囲内について実施した。但し緊張処理試料は処理後緊張。ままヂシケ【タ内で
24時間放置し，更に緊張解除後ヂシケータ内で24時間放置後測定したロ
3. 実験結果及び考察
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(2) 収縮について
第3図に示す如、当然無緊張処理
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(註) 緊張処理時の値は原長に対してプロットしたもので第2表の5{1直
より小さくかえって伸長を来たして 叫(収縮率〕に相当する。
いる場合が大部分である o 即ち 0%緊張〈熱収縮阻止〉になける低温域D収縮は当然弾性的収縮。
余効現象に基づくもりであるが，高温域θ伸長は非品部の結晶化による所謂二次的伸長とも言うべ
きもDと考えられ，そD結晶化現象にも拘ら宇，高温域D強度。多少。低下は加熱により結晶問。
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非品部の結晶粒D成長が以前の結晶部に干渉して該結品の配列度。緩和及び分子の酸化切断等C諸
現象D混在状態に依存するもりであろう。緊張度2%以上ではパーセント増大と共に伸長度を増す
が， ζれは弾性的収縮を overshadowして一部熱運動に関連する塑性変形即ち流動によるもむで
あり，従って非品部の分子も配向性を増し結果として破壊強度を多少増し1800Cになける劣化は後
述D複屈折度の変化に対比レポりアミドむ結品化は分子長〈分子量〉にあまり支配されないという
最近([)Hess (3) ([)実験結果を考慮すれば分子D配向性は向上しでも分子D酸化切断D影響が大なる
ためと説明しても差支えたかろう。
(3) 光学的異方性について
殺上D如く強伸度の劣化は分子鎖員D酸化切断及び以前D結晶部に非昌部の結品粒C成長D干渉
に原因する該結品部D分子配向の緩和などによるものであり特に後者の分子配列度乃至結晶化度は
熱処理に影響されるものであり， これ等θ因子は第3報で記述した如く非品部を含めた分子配列度
の指標となる繊維の複屈折度の値に反映する筈であり，こり非晶部乙そ高分子物質の特性に大なる
影響を及ぼ、すものである。とれ等の複屈折度。処理混度依存性を未処理時を 1∞としてそり変化比
率を第4図に示したが，無緊張処理よ
り大なる向上を示し温度による変化は
高温域を除いて大路強度。変化傾向に
並行し緊程度による差異は測定法がベ
ヅク法むため値が多少散乱し左程顕著
ではないが強度D場合と同様に大約緊
程度4-6%時が最も向上を示すよう
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であるo こり際注目すべき現象は高温の16C)()C以上では強度。低下に拘ら宇、複屈折度は殆んど低下
を来たさないか或いはかえって向上を示す場合があるが，これはさきの Hess([)実験結果をかりれ
ば分子D酸化切断にも拘ら宇高温むため結品化速度大となり，分子D配向度が向上したものと説明
される。更に第1表り如く緊張度を増せぽ叫及びn(1， ([)変化は左程明瞭ではないが，温度上昇と共
に異方性の変化傾向は窺われる o 先にミセル配列度と定義した nYLS・/ny()山と熱収縮率とより導入
した関係式
n"lT.R. / (1. 1¥(1 S' V' γL8;~ = (1十一一). (1一一一}
/nγ。 ¥100/¥100) 
但し nγ1.8' =緊張解除後の見掛主屈折率
何γ。-未処理時の見掛主屈折率
L =緊脹度
合 =緊張時C長さに対する収縮率
の成立を実験的に確めんとしたが s.を求めるととは緊張処理中繊維長が多少変化するため未処
理試料を基準に収縮率Sを求めて，次式によっても計算値と実測値を比較検討してみた。
nγL8/ ーん S/¥3 
/nyO -V. - /100} 
即ち第2表の如く両式。場合とも実調IJ値は大略計算値に近似的値を与え，略該関係式。成立を想定
しでも差支えなかろう。従って見掛主屈折率の変化より熱収縮率が検討され， ミセル配列度も窺知
されるようである。計算値が散乱し，処理温度による変化は明確には求められないが，そり大要は
考察されるのではなかろうか。とD際複屈折度測定は実験θ正確を期するためにはレタヂーシヨン
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法を併用して検討する乙とが望ましく思われるが，本測定では装置の都合上試みるととが出来なか
ったo
以上D如く緊張乾熱処理による轍維の特性白変化f頃向を述べたが抑も熱処理の主なる目的は延伸
歪を回復させ，以後D水，熱加工により収縮しない様にセットし，織物D場合は更に組織を緊密に
セットするととにあると考えるが，とり点に着目すれば無緊脹乾熱処理の場合がわ緊張処理より有
〈第1表〉 主屈折率及び複屈折度 (D線に対し〉
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〈第2表〉
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効である。従って熱収縮。除去を主目的とする熱同定の場合は可及的 tensIonlessで行うことが望
ましい。〈第6報C熱収縮時C収縮応力から kg/mm:.!をgjdに換算して計算すれば O.lg/drD荷
重は大体1%。残溜収縮となる。セットした織物は経糸の残溜収縮最高1%，緯糸096'を理想とす
る0)しかし撒維自身θ力学的性質から言えばv 緊張処理は伸度が無緊張処理より小となり有益な
効果をもたらし翼手拠理により第 1 報 ~á\ に述べた如く弾性的伸長乃至塑性的伸長を幾分か増加すると
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とは熱処理効果を発現させるためには余儀たい乙とであろう D
4. 結
? ? ?
第3報を追試し緊張乾熱処理と無緊張乾熱処理を比較検討したものである。本稿の要旨は日本繊
維機械学会北陸支部昭和31年度春季研究発表会で講演したD え~:t'-本稿を御校閣下され種々有益な御
教示を載いた京大教授藤野博士に衷心より深謝。意を表する次第であるo
(睦 (1)，(2)， (4)著者;第3報，本誌 Vo1.4. No.l (1955) 
(3).日目S;J. Col1oid Sei. Supplement 1. 135 (1954) 
(5).著者;第1報，本誌 VoI.3 No. 1 (1954) 
